
【考察及び、次年度に向けて】 

  生徒のアンケート結果から、前年度に比べて「中学校が楽しい」と考えている生徒が増えていました。実際、生徒の意見にも「もっ

とたくさんの人と仲良くしたい」「いじめがなく、クラスみんな仲がいいクラスだと思っている」といった前向きな回答が多かったです。

また、「学校やクラスのきまりを守っている」の問いには、ほぼ１００％に近い生徒が守れていると答えていることから、規範意識の高

さも見られました。学習に関しては、わからないことは先生や友達に聞くことができる生徒は９０％近くおり、教師と生徒の関係性や、

生徒同士の関係性の良好さも感じられます。しかし、いじめに対して、「いじめやからかいをせず、見て見ぬふりもしていない」という

項目には、若干ではありますが、肯定的な回答が下がってしまっています。良好な結果に甘んじることなく、わずかな下落も事実とし

て危機感を持ち、「いじめは学校全体で許さない」ということを絶えず問いかけ、学校体制を整えるとともに、道徳教育の要でもある道

徳科の授業を大切にして学校全体で取り組んでいきます。また、相談機関である SCに対しては、相談しづらいと回答している生徒が複

数いたので、SCの在り方やかかわり方については早急に対策をとることが課題であると考えました。 

  保護者の方のアンケート結果からは、生徒の評価とは一致していない項目が複数ありました。生徒たちは「学校が楽しい」と答えて

いる項目も保護者の回答は、前年度よりも低い数値となっていたことから、保護者の感じ方、生徒の感じ方には差異があることが分か

りました。学校と家庭、保護者との連絡等をもっと積極的にかつ、丁寧に行う必要があると考えられます。学習に関しても、教師の授

業は昨年度よりわかりやすい授業が行われていると評価していただいてはいますが、評価のつけ方の項目はやや下がっていますので、

学校として、生徒だけではなく保護者の方にもよりわかりやすく評価のつけ方等について、個人面談や保護者会等を活用して、より具

体的に再度提示をしていきたいと考えております。 

  地域連携については、本校の校庭を使用して地域の夏祭りが今年度は開催されました。多くの生徒が参加するとともに、本校の教職

員も見回りとして参加させていただきました。また、体育館では敬老会が行われ、本校の合唱部が歌を披露する等、地域の方に支えて

いただくとともに、保護者の方のご理解をいただき、コロナ禍前の状態により近い形で学校行事等も行うことが来ました。ＰＴＡ役員

の方々のご協力、ご尽力の賜物だと感じております。そのようなことの背景があったからこそ、今年度新たに評価項目として追加させ

ていただいた、「学校との連携」の評価がどれも高い数値であったとのだと思います。来年度も、地域や保護者の方に信頼され、ご協力

いただけるような学校を作ってまいります。 

 

 



 


